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『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 

 

１
月 

 

１
日
　
１
５
０
人
が
参
加
し
第
27
回
元
旦
マ
ラ

ソ
ン
／ 

倉
ノ
山
元
旦
登
山  

２
日
　
大
太
鼓
叩
き
初
め  

４
日
　
森
吉
地
区
で
市
消
防
出
初
式  

12
日
　
防
犯
指
導
隊
・
交
通
指
導
隊
査
閲
式 

　

／ 

樹
氷
ま
つ
り（
〜
３
月
２
日
）  

15
日
　
大
太
鼓
の
館
前
で「
雪
中
田
植
え
」 

16
日
　
県
道
河
辺
阿
仁
線
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
設
立
総
会  

20
日
　
幸
町
町
内
会
創
立
30
周
年
記
念
式
典 

26
日
　
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
発
掘
報
告
会（
〜

27
日
）
／
第
２
回
新
春
秋
田
内
陸
線
談
義 

28
日
　
第
１
回
市
民
病
院
指
定
管
理
者
選
定
委

員
会 

   １
日
　
雪
中
稲
刈
り 

３
日
　
第
１
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会 

６
日
　
鷹
巣
農
林
高
校
が
第
57
回
全
国
高
校
ス

キ
ー
大
会
で
２
度
目
の
優
勝 

９
日
　
も
ち
っ
こ
市（
〜
10
日
） 

10
日
　
第
53
回
北
秋
田
学
童
ス
キ
ー
大
会 

18
日
　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
北
秋
田
市
実
施
本

部
を
設
置 

23
日
　
阿
仁
で「
鉱
山
フ
ォ
ー
ラ
ム
」／
市
ス
ポ

ー
ツ
賞
表
彰
式
。
21
団
体
89
人
が
受
賞
／
読

書
感
想
文
・
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式 

25
日
　
本
市
出
身
・
豪
風
関
が
小
結
に
昇
進 

28
日
　
３
月
定
例
市
議
会（
〜
３
月
21
日
） 

 

３
月
　 

 

４
日
　
第
２
回
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
山
の
芋
コ
ン
ク
ー
ル 

８
日
　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
100
日
前
イ
ベ
ン
ト

／
市
内
中
学
校
卒
業
式 

14
日
〜
18
日
　
市
内
小
学
校
卒
業
式                

20
日
　
小
阿
仁
川
流
域
で
万
灯
火 

22
日
　
森
吉
山
ダ
ム
関
連
遺
跡
「
発
掘
調
査
を

語
る
会
」 

24
日
　
全
国
植
樹
祭
演
技
隊
・
介
添
え
役
合
同

練
習
会 

29
日
　
鷹
巣
地
区
の
16
店
舗
が
共
通
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド「
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
カ
ー
ド
」を
導
入
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始 

 

４
月 

      １
日
　
北
秋
田
市
商
工
会
が
発
足
／
街
な
か
Ｉ

Ｔ
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン 

３
日
　
ま
と
び
学
園
入
園
祭 

４
日
〜
７
日
　
小
中
学
校
入
学
式 

19
日
　
第
46
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン      

20
日
　
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ 

23
日
　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
実
施
本
部
員
・
市

町
村
協
力
員
研
修
会
／
北
秋
田
市
う
め
ー
も

ん
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
発
足 

24
日
　
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
が
開
園 

25
日
　
寺
田
知
事
と
の「
内
陸
線
ト
ー
ク
」 

26
日
　 

第
57
回
鷹
巣
中
央
公
園
桜
祭
り（
〜
5/6
） 

29
日
　
鷹
巣
放
牧
場
入
牧
式
／
戸
澤
康
雄
さ
ん（
脇

神
字
平
崎
川
戸
沼
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

／
平
里
橋
が
竣
工 

２
月

２
月

Ｆ
Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｙ

３
月

３
月

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

４
月

４
月

Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｌ

１
月

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｙ

１
月

▲全国高校スキー大会で優勝しパレードする鷹巣農林高校（2/7） 

▲市商工会が発足、船出（4/1） 

▲今年は森吉地区で開催された市消防出初式（1/4） 

▲１６店舗が共通ポイントカードサービスを導入（3/29） 

　
２
月
、
鷹
巣
農
林
高
校
が
第
57
回
全
国
高
校
ス
キ
ー
大

会
で
２
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
飾
り
市
民
に
元
気
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
出
身
の
豪
風
関
が
初
場

所
で
活
躍
し
小
結
に
昇
進
、
明
る
い
話
題
が
続
き
ま
し
た
。 

　
新
年
度
が
始
ま
っ
た
４
月
１
日
、
鷹
巣
町
商
工
会
、
合

川
町
商
工
会
、
阿
仁
森
吉
商
工
会
が
合
併
し
発
足
し
た
新

生
・
北
秋
田
市
商
工
会
が
船
出
し
ま
し
た
。 

　
５
月
10
日
、
栄
地
内
に
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
が
オ
ー
プ
ン
、

さ
ら
に
21
日
に
は
い
と
く
鷹
巣
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
た
か
の
す
モ
ー
ル
）
が
オ
ー
プ
ン
し
、
既
存
商
店
街
を

含
め
た
新
た
な
商
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
平
成
23
年
の
完
成
を
目
指
し
て
進
む
森
吉
山
ダ
ム
で
は
、

５
月
30
日
、
付
替
県
道
比
内
森
吉
線
が
開
通
し
、
森
吉
山

観
光
の
新
た
な
基
盤
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

　
６
月
15
日
、
今
年
一
番
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
第
59
回
全

国
植
樹
祭
が
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
県
立
北
欧
の

杜
公
園
で
開
か
れ
、
約
１
万
２
千
人
の
参
加
者
が
森
づ
く

り
の
大
切
さ
を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。 

　
存
続
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
秋
田
内
陸
線
。
４
月
25
日

に
は
寺
田
知
事
が
市
民
と
「
内
陸
線
ト
ー
ク
」
を
展
開
、

今
後
の
課
題
を
探
り
ま
し
た
。
北
秋
田
市
で
は
、
市
職
員

が
車
か
ら
内
陸
線
で
の
通
勤
方
法
に
変
え
る
な
ど
様
々
な

取
り
組
み
を
進
め
、
８
月
に
は
北
秋
田
・
仙
北
両
市
民
が

秋
田
市
で
内
陸
線
存
続
ア
ピ
ー
ル
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

寺
田
知
事
は
そ
の
後
、
内
陸
線
を
存
続
さ
せ
る
方
針
を
表

明
し
て
い
ま
す
。 

　
９
月
、
国
指
定
史
跡
・
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
含
む
「
北
海

道
・
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
入

り
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
、
他
の
縄
文
遺
跡
と
の
連
携

で
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
ま
す
。 

　
28
日
に
は
、
３
年
ぶ
り
に
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ

ラ
ソ
ン
が
復
活
し
、
全
国
か
ら
参
加
し
た
１
５
０
０
人
近

い
ラ
ン
ナ
ー
が
秋
の
内
陸
路
を
力
走
し
ま
し
た
。 

　
北
秋
田
市
民
病
院
の
12
月
末
予
定
進
捗
率
は
69
％
。
来

年
10
月
の
開
院
に
向
け
て
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

２
０
０
８
年
を
振
り
返
っ
て

２
０
０
８
年
を
振
り
返
っ
て

２
０
０
８
年
を
振
り
返
っ
て

　
豪
雨
災
害
の
忌
ま
わ
し
い
記
憶
と
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
感
動
を
残

　
豪
雨
災
害
の
忌
ま
わ
し
い
記
憶
と
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
感
動
を
残
し
な
が
ら
迎
え
た
２
０
０
８

し
な
が
ら
迎
え
た
２
０
０
８

年
。
北
秋
田
市
で
は
、
災
害
復
旧
や
市
民
病
院
の
建
設
が
進
む
と
と

年
。
北
秋
田
市
で
は
、
災
害
復
旧
や
市
民
病
院
の
建
設
が
進
む
と
と
も
に
、
北
欧
の
杜
公
園
で
開

も
に
、
北
欧
の
杜
公
園
で
開

催
さ
れ
た
第

催
さ
れ
た
第

59
回
全
国
植
樹
祭
に
は
多
く
の
市
民
が
参
加
、
記
念
す
べ
き
年
と
な
り

回
全
国
植
樹
祭
に
は
多
く
の
市
民
が
参
加
、
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
し
た

ま
し
た
。

　
ま
た
、
栄
地
内
に
２
つ
の
大
型
商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
新
た

　
ま
た
、
栄
地
内
に
２
つ
の
大
型
商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
空
間
が
で
き
る

な
に
ぎ
わ
い
空
間
が
で
き
る

一
方
で
、
既
存
商
店
街
の
活
性
化
も
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す

一
方
で
、
既
存
商
店
街
の
活
性
化
も
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
面
で
は
、
伊
勢
堂
岱
を
含
む
﹁
北
海
道
・
東
北
の
縄
文
遺
跡

　
文
化
面
で
は
、
伊
勢
堂
岱
を
含
む
﹁
北
海
道
・
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
﹂
が
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス

群
﹂
が
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス

ト
へ
の
追
加
登
録
が
決
定
し
た
ほ
か
、
本
城
の
金
家
住
宅
が
国
重
要

ト
へ
の
追
加
登
録
が
決
定
し
た
ほ
か
、
本
城
の
金
家
住
宅
が
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
な

文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
な

ど
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
湧
き
ま
し
た

ど
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
湧
き
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
様
々
な
出
来
事
に
つ
い
て
、
広
報
掲
載
の
記
事
を
中
心

　
一
年
間
の
様
々
な
出
来
事
に
つ
い
て
、
広
報
掲
載
の
記
事
を
中
心
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た

に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　
豪
雨
災
害
の
忌
ま
わ
し
い
記
憶
と
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
感
動
を
残
し
な
が
ら
迎
え
た
２
０
０
８

年
。
北
秋
田
市
で
は
、
災
害
復
旧
や
市
民
病
院
の
建
設
が
進
む
と
と
も
に
、
北
欧
の
杜
公
園
で
開

催
さ
れ
た
第

59
回
全
国
植
樹
祭
に
は
多
く
の
市
民
が
参
加
、
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
栄
地
内
に
２
つ
の
大
型
商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
空
間
が
で
き
る

一
方
で
、
既
存
商
店
街
の
活
性
化
も
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
面
で
は
、
伊
勢
堂
岱
を
含
む
﹁
北
海
道
・
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
﹂
が
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス

ト
へ
の
追
加
登
録
が
決
定
し
た
ほ
か
、
本
城
の
金
家
住
宅
が
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
な

ど
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
湧
き
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
様
々
な
出
来
事
に
つ
い
て
、
広
報
掲
載
の
記
事
を
中
心
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

全国から約１万２千人が参加した第59回全国植樹祭

３
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
１
０
０
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン 

▼ 
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５
月 

 
３
日
　
森
吉
山
山
開
き 

６
日
　
第
４
回
あ
き
た
北
空
港
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ 

10
日
　「
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
」が
オ
ー
プ
ン 

20
日
　
合
川
地
区
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
目
撃
さ
れ
る 

21
日
　
い
と
く「
た
か
の
す
モ
ー
ル
」オ
ー
プ
ン 

24
日
　
鷹
巣
駅
前
で
商
工
会
連
合
会
「
お
も
て

な
し
ま
つ
り
」開
催 

25
日
　
第
24
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
祭
り 

29
日
　
ノ
ロ
川
牧
場
入
牧
式 

30
日
　
森
吉
山
ダ
ム
付
替
県
道
比
内
森
吉
線
開

通
式 

 

　
６
月 

 

１
日
　 

竜
ケ
森
山
開
き
／ 

太
平
湖
湖
水
開
き
／ 

全
国
植
樹
祭
総
合
リ
ハ
ー
サ
ル
／
綴
子
地
区

で
土
砂
災
害
防
災
訓
練 

５
日
　「
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
た
か
の
す
」グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン 

７
日
　「
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
森
吉
山
紀
行
」

始
ま
る（
〜
７
月
27
日
） 

10
日
　
市
道
大
野
台
幹
線
が
開
通 

15
日
　
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
下
、
北
欧

の
杜
公
園
で
第
59
回
全
国
植
樹
祭 

18
日
　
６
月
定
例
市
議
会（
〜
7/3
） 

20
日
　
北
秋
田
市
遺
族
連
合
会
が
発
足 

27
日
　
米
内
沢
高
校
で
15
年
ぶ
り
に
「
全
校
着

付
け
大
会
」が
復
活 

29
日
　
北
秋
田
市
農
業
委
員
一
般
選
挙 

 

　
７
月 

 

２
日
　
竜
森
小
学
校
が
第
36
回
交
通
安
全
子
供

自
転
車
全
県
大
会
で
14
度
目
の
優
勝 

４
日
　
阿
仁
花
し
ょ
う
ぶ
祭
り（
〜
13
日
） 

６
日
　
北
秋
田
市
消
防
団
各
支
団
訓
練
大
会 

12
日
　
第
17
回
米
代
川
花
火
大
会 

13
日
　
第
16
回
合
川
あ
じ
さ
い
ま
つ
り 

14
日
　
八
幡
宮
綴
子
神
社
祭
典（
〜
15
日
） 

15
日
　
七
日
市
・
長
岐
邸
で
長
岐
貞
治
顕
彰
碑

移
設
記
念
式
典 

17
日
　「
水
辺
の
楽
校
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

20
日
　
大
館
能
代
空
港
で
開
港
10
周
年
記
念
感

謝
祭 

   

７
日
　
第
22
回
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り 

10
日
　
２
０
０
８
よ
ね
し
ろ
レ
デ
ィ
ー
ス
鮎
カ

ッ
プ
・
よ
ね
し
ろ
鮎
カ
ッ
プ   

14
日
　
第
28
回
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
。
合
川

ま
と
び
は
雨
で
中
止
に
／ 

第
52
回
市
民
盆
踊

り
大
会（
〜
15
日
） 

15
日
　
市
成
人
式（
出
席
者
３
３
６
人
）   

16
日
　
第
46
回
阿
仁
の
花
火
と
灯
籠
流
し
・
異

人
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

20
日
　
寺
田
知
事
と
市
議
会
議
員
と
の
内
陸
線

存
続
に
係
る
意
見
交
換
会 

25
日
　
北
秋
田
・
仙
北
両
市
民
、
秋
田
市
で
秋

田
内
陸
縦
貫
鉄
道
存
続
ア
ピ
ー
ル
行
進   

28
日
　
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式 

31
日
　
第
３
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会 

   

７
日
　
第
６
回
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り  

／
阿
仁

地
区
で
大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練 

10
日
　 

９
月
定
例
市
議
会（
〜
26
日
）      

14
日
　 

第
４
回
市
発
明
工
夫
展 

15
日
　
第
10
回
あ
き
た
北
空
港
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ 

21
日
　
竜
森
小
学
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典      

23
日
　
北
秋
田
広
域
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

竣
工
式 

26
日
　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
含
む「
北
海
道
・
北
東

北
の
縄
文
遺
跡
群
」
が
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス

ト
追
加
登
録
決
定 

28
日
　
３
年
ぶ
り
復
活
「
第
18
回
１
０
０
キ
ロ

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
」 

   

２
日
　
日
中
友
好
青
年
交
流
之
碑
除
幕
式 

４
日
　
第
８
回
縄
文
ま
つ
り 

11
日
　
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
創
立
30
周
年

記
念
事
業
を
実
施 

12
日
　
水
と
緑
の
森
林
祭
／
第
１
回
東
北
チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大
会 

15
日
　
行
政
相
談
委
員
の
日
景
真
紀
子
さ
ん（
米

内
沢
）が
総
務
大
臣
表
彰 

17
日
　
金
家
住
宅
が
国
重
要
文
化
財
に
指
定 

18
日
　
第
22
回
も
り
よ
し
合
唱
祭 

25
日
　
第
３
回
北
秋
田
市
産
業
祭
（
〜
26
日
）

／
鷹
巣
中
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典 

31
日
　
中
嶋
喜
代
さ
ん（
住
吉
町
）が
県
文
化
功

労
章
を
受
章 

       

１
日
　
第
３
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭 

３
日
　
北
林
照
吉
さ
ん（
米
内
沢
）が
消
防
功
労

で
瑞
宝
双
光
章
、
尾
久
ヨ
シ
子
さ
ん
（
栄
字

中
綱
）
が
へ
き
地
保
健
衛
生
功
労
で
瑞
宝
単

光
章
を
受
章 

６
日
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校
新
校
舎
落
成
式 

８
日
　
北
秋
田
市
文
化
祭（
〜
９
日
）。
１
団
体

３
個
人
が
市
芸
術
文
化
功
労
賞
、
６
人
が
奨

励
賞
を
受
賞 

16
日
　
川
井
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
／
第
29
回

婦
人
芸
能
祭 

17
日
　
第
21
回
東
京
鷹
巣
会
／
阿
仁
川
河
川
災

害
復
旧
助
成
事
業
安
全
祈
願
式 

28
日
　
農
事
組
合
法
人
田
中
フ
ァ
ー
ム
が
平
成

20
年
度
東
北
農
政
局
土
地
改
良
事
業
地
区
営

農
推
進
功
労
者
表
彰
を
受
賞 

 

  

１
日
　
秋
北
バ
ス
路
線
、
大
型
Ｓ
Ｃ
ま
で
延
伸 

６
日
　
東
京
都
内
で
「
な
ん
と
が
し
ね
ば
ね
！

秋
田
内
陸
線
の
集
い
」 

９
日
　
12
月
定
例
市
議
会（
〜
19
日
）／
北
秋
田

き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

10
日
　
阿
仁
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭 

13
日
　
第
３
回
漬
け
物
コ
ン
ク
ー
ル 

20
日
　
木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
実
証
プ

ラ
ン
ト
建
設
記
念
講
演
会 

22
日
　
米
内
沢
ス
キ
ー
場
開
き 

25
日
　
薬
師
山
ス
キ
ー
場
開
き 

５
月

５
月

Ｍ
Ａ
Ｙ

６
月

６
月

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｅ

７
月

７
月

Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ｙ

８
月

８
月

Ａ
Ｕ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｔ

９
月

９
月

Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

10
月

10
月

Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

11
月

11
月

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

12
月

12
月

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

▲竜森小学校で創立１３０周年記念式典（9/21） ▲伊勢堂岱遺跡が世界遺産暫定リスト入り決定（9/26） 

▲本城の金家住宅が国重要文化財に（10/17） ▲阿仁川河川災害復旧助成事業始まる（11/17） 

▲２つの大型商業施設がオープン（５・６月） ▲全国植樹祭の開催に合わせ市道大野台幹線が開通（6/10） 

▲七日市・長岐邸に長岐貞治顕彰碑を移設（7/15） ▲秋田市で秋田内陸縦貫鉄道存続アピール行進（8/25） 

『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 

が
っ
こ
う 
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道路の除排雪作業読書感想文、読書感想図募集・国保インフルエンザ予防接種・中小企業支援

【
鷹
巣
地
区
】 

①
米
代
川
左
岸
　
栄
橋
下
流 

②
米
代
川
右
岸
　
鷹
巣
橋
下
流 

③
米
代
川
左
岸
　
鷹
巣
橋
下
流 

④
今
泉
川
右
岸
　
泉
流
橋
上
流 

⑤
前
山
川
左
岸
　
前
山
橋
下
流 

⑥
綴
子
川
右
岸
　
柳
生
橋
下
流 

⑦
綴
子
川
左
岸
　
綴
子
橋
上
流 

⑧
綴
子
川
左
岸
　
小
田
集
落
上
流 

⑨
小
猿
部
川
左
岸
　
小
猿
部
橋
上
流 

⑩
小
猿
部
川
右
岸
　
横
渕
橋
下
流 

⑪
小
猿
部
川
左
岸
　
中
屋
敷
橋
上
流 

⑫
小
森
川
右
岸
　
藤
株
橋
下
流 

⑬
小
猿
部
川
右
岸
　
堂
ヶ
岱
橋
上
流 

⑭
摩
当
川
左
岸
　
向
町
橋
上
流 

⑮
小
森
川
右
岸
　
西
宮
ノ
目
橋
上
流 

【
合
川
地
区
】 

①
阿
仁
川
右
岸
　
合
川
橋
上
流 

②
阿
仁
川
左
岸
　
阿
仁
川
橋
上
流 

③
小
阿
仁
川
右
岸
　
落
合
橋
下
流 

④
小
阿
仁
川
左
岸
　
落
合
橋
下
流 

【
森
吉
地
区
】 

①
阿
仁
川
右
岸
　
小
又
大
橋
下
流 

②
阿
仁
川
右
岸
　
浦
田
橋
下
流 

③
阿
仁
川
左
岸
　
米
内
沢
地
区
上
流

④
阿
仁
川
右
岸
　
米
内
沢
橋
上
流 

⑤
阿
仁
川
左
岸
　
本
城
地
区 

【
阿
仁
地
区
】 

①
阿
仁
川
右
岸
　
喜
鵲
橋
下
流 

②
阿
仁
川
左
岸
　
向
山
橋
下
流 

③
阿
仁
川
左
岸
　
向
山
橋
上
流 

④
比
立
内
川
右
岸
　
牛
滝
橋
下
流 

　
市
で
は
、降
雪
時
の『
安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
』

た
め
、適
切
な
除
雪
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

　
効
率
よ
く
安
全
な
除
雪
作
業
を
実
施
す
る
た
め
、次
の
よ
う
な

点
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
市
道

　
鷹
巣
地
区
…
建
設
課
　 

�

62-

６
６
２
９ 

　
合
川
地
区
…
合
川
支
所 

�

78-

２
１
１
５ 

　
森
吉
地
区
…
森
吉
支
所 

�

72-

３
１
１
２ 

　
阿
仁
地
区
…
阿
仁
支
所 

�

82-

２
１
１
４ 

◆
国
道
７
号

　
国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所 

　
大
館
国
道
出
張
所
　
�

０
１
８
６-

49-

０
３
２
１ 

◆
国
道
１
０
５
・
２
８
５
号
、
県
道

　
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部 

�

62-

３
１
１
１ 

ご
理
解
ご
協
力
く
だ
さ
い 

道
路
の
除
排
雪
作
業
に

道
路
の
除
排
雪
作
業
に 

道
路
の
除
排
雪
作
業
に

道
路
の
除
排
雪
作
業
に 

道
路
の
除
排
雪
作
業
に 

▼
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い 

　
路
上
駐
車
部
分
の
除
雪
が
で
き
ず
に
、
道
幅

が
せ
ま
く
な
り
ま
す
。
交
通
渋
滞
や
事
故
の
原

因
と
な
る
ほ
か
、
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。 

▼
自
宅
前
の
除
雪
は
自
分
で
除
雪
し
て
く
だ
さ
い 

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
ど
う
し
て
も
雪
が
残

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
通
勤
や
通
学
時
間
帯
ま
で

に
交
通
確
保
す
る
た
め
、
沿
道
一
軒
一
軒
の
出

入
り
口
除
雪
や
各
家
庭
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
た

作
業
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お

年
寄
り
世
帯
等
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
近
隣
で

の
ご
協
力
に
よ
る
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
深
夜
、
早
朝
の
作
業
に
ご
理
解
を 

　
除
雪
作
業
は
、
交
通
量
の
少
な
い
深
夜
か
ら

早
朝
に
か
け
て
行
う
た
め
、
除
雪
車
の
エ
ン
ジ

ン
音
や
振
動
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

快
適
で
安
全
な
通
勤
・
通
学
路
確
保
の
た
め
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

▼
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い 

　
道
路
に
雪
を
捨
て
ら
れ
る
と
、
路
面
に
凸
凹
が

で
き
交
通
の
支
障
と
な
る
ほ
か
、
凍
結
し
て
事
故

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
道
路
に
雪
を
出
さ
ず
に
、

市
指
定
の
雪
捨
て
場
に
各
自
で
運
搬
排
雪
し
て
く

だ
さ
い
。 

▼
沿
道
の
空
き
地
、田
畑
の
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

　
道
路
沿
い
の
空
き
地
や
田
畑
に
雪
を
押
し
出
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

▼
排
雪
の
た
め
上
げ
た
側
溝
の
フ
タ
は
、『
作
業
後

す
ぐ
に
戻
し
て
』く
だ
さ
い 

　
歩
行
者
の
転
落
や
、
車
が
脱
輪
し
て
し
ま
う
な

ど
の
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
す
ぐ
に
元
ど

お
り
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
道
路
に
置
い
て
あ
る
も
の
は
、撤
去
し
て
く
だ
さ
い 

　
歩
道
な
ど
へ
乗
入
れ
る
た
め
の
『
歩
み
板
』
や

道
路
に
置
い
て
あ
る
物
は
、
除
雪
車
が
引
っ
か
け

て
周
囲
の
物
を
壊
し
て
し
ま
う
原
因
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。 

各
地
区
の
雪
捨
て
場
（
指
定
箇
所
） 

お問い合わせ 

読
書
感
想
画 

コ
ン
ク
ー
ル 

北
秋
田
市 

読
書
感
想
文 

作
品
募
集 

平
成
20
年
度 

◆
応
募
資
格 

◆
応
募
区
分 

   

◆
応
募
規
定 

   

◆
字
数
及
び

　
用
　
　
紙 

      

◆
応
募
先
等 

    

◆
締 

切 

日 

◆
発
　
　
表 

 

◆
表
彰
及
び 

　
表 

彰 

式 

 

◎
問 

合 

せ 

北
秋
田
市
に
在
住
、
在
学
、
在
勤
す
る
方 

読
書
感
想
文
…
▼
小
学
校
の
部（
３
年
生
以
上
で
学
年
ご
と
） 

▼
中
学
校
の
部（
学
年
ご
と
）
▼
高
校
・
一
般
の
部 

読
書
感
想
画
…
▼
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部
（
年
長
児
） 

▼
小
学
校
の
部
（
１
・
２
年
生
で
学
年
ご
と
） 

読
書
感
想
文
は
、
読
ん
だ
本
（
作
品
）
に
つ
い
て
の
感
想
を
綴
っ
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
教
科
書
、
雑
誌
は
対
象
外
と
し
ま
す
。
読
書
感
想

画
は
、
読
ん
だ
本
（
作
品
）
に
つ
い
て
の
感
想
を
絵
に
描
い
て
く
だ
さ

い
。
ど
ち
ら
も
、
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
一
人
一
点
と
し
ま
す
。 

読
書
感
想
文
…
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
小
学
校
の

部
は
原
稿
用
紙
３
枚
以
内
と
し
、
そ
の
他
の
部
に
つ
い
て
は
５
枚
以
内
と
し

ま
す
。
な
お
、
一
行
目
に
は
題
名
、
次
の
行
に
学
校
名
・
学
年
及
び
氏
名
を
お

書
き
く
だ
さ
い
。 

読
書
感
想
画
…
四
つ
切
版
の
画
用
紙
（
色
、
縦
・
横
は
自
由
）
を
用

い
、
素
材
は
自
由
（
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
）
と
し
ま
す
。 

読
書
感
想
文
・
感
想
画
と
も
、
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

鷹
巣
図
書
館
（
市
文
化
会
館
内
）
北
秋
田
市
材
木
町
２
番
３
号
　 

★
幼
稚
園
・
保
育
園
児
、
小
・
中
学
生
は
、
所
属
す
る
園
お
よ
び
学

校
を
通
じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
　 

★
高
校
生
、
一
般
の
方
は
、
図
書
館
と
各
公
民
館
に
も
応
募
用
紙
が
あ
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

平
成
21
年
１
月
27
日
（
火
） 

所
属
す
る
学
校
や
園
を
通
じ
て
、
ま
た
一
般
の
応
募
者
に
は
直
接
通

知
す
る
と
と
も
に
、
市
の
広
報
等
で
発
表
い
た
し
ま
す
。 

特
選
、
入
選
、
佳
作
に
選
ば
れ
た
方
々
に
、
賞
状
と
記
念
品
を
授
与

い
た
し
ま
す
。 

表
彰
式
は
、
平
成
20
年
２
月
28
日
（
土
）
市
文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。 

鷹
巣
図
書
館
（
市
文
化
会
館
内
）
　
�

62-

３
３
１
１ 

＜資金繰り支援に万全を期します！＞ 

■緊急保証の対象業種を６１８業種に拡大しました 

▽緊急保証制度は、信用保証協会の１００％保証

です。責任共有制度の適用はありません 

▽対象業種の方は、一般保証８千万円に加えて、

別枠で８千万円（担保がある方は、一般保証２億

円に加えて、別枠で２億円）までの保証を利用で

きます 

※対象業種については、ホームページ 

(http://www.chusho.meti.go.jp)でご確認ください 

■セーフティネット貸付は業種を問わず利用可能です 

▽全業種の方が、４億８千万円（中小企業の方）、４

千８百万円（小規模企業の方）まで利用できます 

▽特に業況の厳しい方に対する金利の引き下げ

も行う予定です。 

▽特別貸付は、(株)日本政策金融公庫や沖縄振

興開発金融公庫に加え、(株)商工組合中央金庫

でも行う予定です。 

◎問合せ　東北経済産業局産業部中小企業課  

�０２２－２２２－２４２５ 

中小企業の皆さんへ 

中小・小規模企業を 
全力で応援します！ 

インフルエンザ予防助成ザ予防助成  イインンフフルルエエンンザ予防助成ザ予防助成  インフルエンザ予防助成  

始まっています！ 

　国保疾病予防事業であるインフルエンザ予防接種助成

がスタートしています。この事業は、国保加入者の感染

症予防対策として接種費用の一部を助成するものです。

接種を希望される場合は、かかりつけの医師とご相談の上、

お早めの接種をおすすめします。 

■助成対象者　北秋田市国民健康保険加入者（擬制世帯

主を除く）で、接種日において65歳未満の方　※満65歳

以上の方（国保加入者以外の方を含む）、満60歳以上で定

められた障害をお持ちの方（同）には高齢者助成があります。 

■助成期間　平成20年10月15日～平成21年１月31日 

■申請手続　接種時に医療機関に備え付けの申請書を提

出してください（※必ず保険証を提示してください） 

■助成額　１回につき1,500円 ※接種料金が1,500円未

満の場合はその実費額。なお、医師の指示等により接種

を２回に分けて行った場合は、それぞれにつき助成。 

■医療機関　北秋田市内の実施医療機関 

◎問合せ　 

　国保インフルエンザ・・・保険課�62-1118　 

　高齢者インフルエンザ・・・保健センター�62-6666
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１２月定例議会行政報告（その１）

　
平
成
20
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
９
日
に
開
会
、12
月
19
日
ま
で
の
会
期
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。議
会
初
日
に
は
、行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の
大
綱
質

疑
、ま
た
11
日
、12
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
す
。こ
の
後
、各
常
任
委
員
会
で

付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、19
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
す
。今
号
と
次

号
の
２
回
に
わ
た
り
12
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

(1)

　
総
務
部
関
係 

■
総
務
課 

　
平
成
20
年
度
職
員
採
用
試
験
が
実
施
さ

れ
、
上
級
一
般
職
23
人
、
初
級
一
般
職
15

人
、
初
級
消
防
吏
員
17
人
が
受
験
し
ま
し

た
。
第
１
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
、
第

２
次
試
験
を
10
月
に
実
施
し
、
合
格
者
を

11
月
に
告
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
健

師
の
採
用
試
験
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成

21
年
４
月
１
日
付
け
で
採
用
さ
れ
ま
す
。 

 

　
企
画
部
関
係 

■
総
合
政
策
課 

　
行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
委
員
会
を
４
回
開
催
し
、
大
綱

の
骨
格
及
び
実
施
計
画
等
の
審
議
を
経
て
、

現
在
、
集
約
の
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

　
機
構
改
革
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
、
実
施

予
定
の
組
織
機
構（
案
）を
移
動
行
政
懇
話

会
あ
る
い
は
広
報
に
よ
り
広
く
市
民
に
周

知
し
、
意
見
等
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会

が
設
立
さ
れ
、
秋
田
内
陸
線
や
バ
ス
等
の

公
共
交
通
の
活
性
化
と
再
生
を
目
指
し
、

必
要
な
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。 

　
移
動
行
政
懇
話
会
に
つ
い
て
、
各
地
区

で
開
催
し
、
市
民
約
１
５
０
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
話
会
で
は
、
来
年

度
予
定
し
て
い
る
機
構
改
革
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。 

　
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
創
立
30
周
年

記
念
事
業
及
び
全
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
友
好

団
体
協
議
会
が
、
北
欧
の
杜
公
園
パ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

■
財
政
課 

　
20
年
８
月
13
日
か
ら
11
月
14
日
ま
で
の

工
事
等
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以
上
）

は
28
件
、
契
約
額
は
７
億
９
３
２
万
８
千

円
で
し
た
。 

 

　
市
民
生
活
部
関
係 

■
市
民
課 

　
平
成
20
年
10
月
末
日
現
在
の
住
民
登
録

者
数
は
、
３
万
８
５
７
７
人
で
、
そ
の
内

訳
は
、
男
１
万
８
１
９
５
人
、
女
２
万
３

８
２
人
、
世
帯
数
は
１
万
４
７
２
０
世
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

■
保
険
課 

　
10
月
末
現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
は
７
４
５
１
人
で
、
特
別
対
策
後

の
保
険
料
調
定
額
は
２
億
４
６
１
４
万
５

０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

■
医
療
推
進
課 

　
市
民
病
院
の
建
築
工
事
は
平
成
21
年
８

月
の
竣
工
に
向
け
、
工
程
表
ど
お
り
順
調

に
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
連
日
２

０
０
人
程
の
現
場
作
業
員
が
投
入
さ
れ
て

お
り
、
10
月
末
現
在
の
進
捗
率
は
56
％
で

す
。
12
月
か
ら
内
装
工
事
に
着
手
し
、
年

内
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
作
業
を
終
了

す
る
予
定
で
す
。 

　 

          
■
国
民
健
康
保
険
合
川
診
療
所 

　
上
半
期
の
外
来
患
者
総
数
は
、
７
１
７

１
人
で
、
収
入
は
９
６
５
１
万
１
０
０
０

円
で
す
。 

■
阿
仁
病
院 

　
上
半
期
の
外
来
患
者
数
は
、
１
万
５
５

６
２
人
で
、
外
来
収
益
は
お
よ
そ
１
億
７

５
２
７
万
７
０
０
０
円
で
す
。 

■
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
成
人
検
診
に
つ
い
て
は
、
集
団
検
診
が

終
了
し
、
受
診
者
は
、
特
定
健
康
診
査
２

２
１
３
人
、
一
般
健
康
診
査
１
２
４
７
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
康
診

査
の
結
果
、
動
機
づ
け
支
援
対
象
者
は
２

６
９
人
、
積
極
的
支
援
対
象
者
は
72
人
と

な
っ
て
お
り
、
特
定
保
健
指
導
は
動
機
づ

け
70
人
、
積
極
的
支
援
22
人
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

　
市
民
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
で
あ

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
市
内
４

地
区
で
開
催
し
、
延
参
加
者
は
６
８
２
人

で
、
そ
の
中
で
全
て
に
参
加
し
た
「
完
歩

者
」
は
79
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

■
生
活
環
境
課 

　
秋
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

第
59
回
全
国
植
樹
祭
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
水

と
緑
の
森
林
祭
」
に
合
わ
せ
て
実
施
し
、

６
３
０
０
人
程
の
市
民
の
参
加
を
得
て
、

ポ
イ
捨
て
ご
み
等
の
回
収
や
公
共
広
場
の

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。 

　
地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
、
北
秋
田
警
察
署
と
合
同
開
催

し
、
自
治
会
代
表
者
、
防
犯
関
係
団
体
ほ

か
約
２
０
０
人
の
参
加
を
得
て
、
犯
罪
手

口
等
の
講
義
、
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止

等
の
研
修
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
福
祉
事
務
所
関
係 

 

■
福
祉
課  

　
北
秋
田
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
を

設
置
し
、
第
１
回
協
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
障
害
福
祉
等
に
関
す
る
課
題
を
共
有

し
な
が
ら
、
今
後
の
運
営
や
障
害
者
等
の

支
援
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

　
北
秋
田
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域

協
議
会
に
つ
い
て
は
、
地
域
行
動
計
画
書

の
変
更
計
画
事
項
と
後
期
計
画
策
定
に
向

け
た
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

　
児
童
手
当
は
、
10
月
定
期
支
給
を
対
象

者
１
５
７
６
人
に
対
し
、
６
４
０
７
万
５

０
０
０
円
を
支
給
い
た
し
ま
し
た
。 

　
第
21
回
県
北
地
区
集
団
療
育
訓
練
交
流

会
が
当
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
心
身
障

害
児
に
係
わ
る
関
係
者
、
保
護
者
、
児
童

が
一
堂
に
会
し
て
の
交
流
と
研
修
の
機
会

が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

■
高
齢
者
支
援
課 

　
平
成
20
年
度
敬
老
式
は
、
９
月
に
４
地

区
10
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
75
歳
以
上

の
対
象
者
７
６
３
０
人
の
内
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
参
加
し
た
方
も
含

め
２
８
２
４
人
が
参
加
し
、
参
加
率
は
37

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
金
婚･

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
お
祝
い
は
、

金
婚
17
組
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
11
組
に
お

祝
い
書
状
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
１
０

０
歳
を
迎
え
た
方
は
７
人
で
、
記
念
品
を

贈
呈
し
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
４
期

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
高
齢

者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
運
営
委
員
会
を

開
催
し
、
第
３
期
計
画
の
実
績
の
検
証
と

今
後
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
量
な
ど
を
推
計
し

て
い
ま
す
。 

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
地
域
支
援
事
業
は
、
す
べ
て
の
高
齢
者

を
対
象
と
し
、
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た

生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
運
動
器
の
機

能
向
上
な
ど
の
介
護
予
防
事
業
を
提
供
し

て
お
り
、
10
月
末
現
在
の
該
当
者
は
１
３

３
人
で
、
う
ち
62
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
包
括
的
支
援
事
業
で
は
、
電
話

や
来
所
、
訪
問
等
に
よ
る
相
談
件
数
が
10

月
末
現
在
で
延
べ
１
６
５
３
件
あ
り
、
う

ち
虐
待
や
困
難
事
例
を
含
む
権
利
擁
護
関

係
は
１
８
６
件
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
対
処
し
て
い
ま
す
。 

            

　
産
業
部
関
係 

 

■
商
工
観
光
課  

　
東
京
の
秋
田
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
美

彩
館
」で
10
月
10
日
・
11
日
に
、「
北
秋
田
市

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」や「
品
川
夢
さ
ん
橋

イ
ベ
ン
ト
」で
、
北
秋
田
市
の
物
産
販
売
と

観
光
宣
伝
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
元

の
特
産
物
の
良
さ
を
首
都
圏
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。 

　
市
の
提
案
公
募
型
特
産
品
活
性
化
推
進

事
業
に
よ
っ
て
商
品
開
発
さ
れ
た
、
阿
仁

特
産
の「
な
ん
こ
鍋
」の
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク

商
品
が
、
第
28
回
秋
田
県
特
産
品
開
発
コ

ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞（
知
事
賞
）を
授
賞
し
、

今
後
の
新
た
な
特
産
品
開
発
に
大
き
な
弾

み
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ふ
る
さ
と
料
理
の
会
収
穫
祭
実
行
委
員

会
主
催
に
よ
る「
第
１
回
収
穫
祭
」が
森
吉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
ふ
る
さ

と
の
味
を
継
承
し
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど

大
き
な
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
第
３
回
北
秋
田
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
策
定
委
員
会
が
、
開
催
さ
れ
、
家
畜

排
せ
つ
物
・
生
ご
み
の
堆
肥
化
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
、
稲
わ
ら

の
飼
料
化
利
用
を
柱
と
す
る
同
構
想
書
を

と
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
シ
ス
テ

ム
実
証
プ
ラ
ン
ト
用
地
の
造
成
工
事
が
完

了
し
ま
し
た
。 

               

■
農
林
課  

　
今
年
の
水
稲
は
、
生
育
全
般
を
通
じ
て

台
風
等
も
な
く
天
候
に
恵
ま
れ
、
作
況
指

数
は
、
本
市
を
含
む
県
北
は
、「
１
０
３
」

の
や
や
良
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
市
営
牧
場
へ
の
放

牧
は
、
高
津
森
牧
場
を
最
後
に
終
了
し
て

お
り
、
３
牧
場
へ
放
牧
し
た
農
家
数
は
46

戸
、
実
頭
数
１
７
６
頭
、
延
べ
頭
数
２
万

１
１
０
２
頭
で
す
。
ま
た
、
比
内
地
鶏
の
出

荷
羽
数
７
万
２
７
０
６
羽
、
販
売
額
１
億

４
１
２
０
万
円
で
、
昨
年
の
集
中
豪
雨
に

よ
る
甚
大
な
被
害
か
ら
の
再
生
が
図
ら
れ

た
も
の
で
す
。 

　
第
３
回
北
秋
田
市
産
業
祭
が
鷹
巣
体
育

館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
で

賑
わ
い
ま
し
た
。 

１２月定例議会行政報告（その１）

▲今年収穫された自慢の農産物が並んだ、第３回北秋田

市産業祭（鷹巣体育館） 

▲21年８月の竣工に向け順調に工事が進め

られている北秋田市民病院（11/10撮影） 

▲約４００人が参加して行われた、鷹巣地区

敬老会（中央公民館） 
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鷹巣阿仁地域自殺予防の集い／市長日誌

　「
第
33
回
地
域
の
医
療
を
考
え
る
集
い
」

が
11
月
28
日
、
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
市
民
ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し
、

医
師
や
介
護
福
祉
士
の
講
演
で「
認
知
症
」

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

 

地
域
の
医
療
を
考
え
る
集
い
は
、社
団
法

人
大
館
北
秋
田
医
師
会（
佐
藤
祥
男
会
長
）

主
催
。
地
域
住
民
の
方
々
と
一
堂
に
会
し
、

身
近
な
医
療
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。  

　
佐
藤
会
長
は
「
認
知
症
は
早
期
に
発
見

し
、適
切
な
治
療
を
す
れ
ば
、進
行
を
遅
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
し
い
知
識
を
得

て
、
元
気
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
た
か
の
す
今
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
伊
藤
研

一
院
長
が「
認
知
症
」と
題
し
て
講
演
。
伊

藤
院
長
は
「
認
知
症
は
大
き
く
分
け
る
と

脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
て
お
こ
る
脳
血
管
性

型
の
も
の
、
脳
細
胞
に
伝
達
物
質
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
に
よ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
の
も
の
に
分
類
さ
れ
る
」
と
説
明
。

ま
た
、「
認
知
症
の
家
族
を
恥
ず
か
し
い
と

考
え
、
外
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、

家
の
中
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強

い
。
症
状
に
よ
り
、
改
善
す
る
薬
も
あ
る

の
で
医
療
機
関
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。
認

知
症
は
老
化
の
一
部
と
考
え
、
受
け
入
れ

る
こ
と
が
大
切
」
な
ど
と
講
演
し
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、（
財
）
た
か
の
す
福
祉
公
社
の

佐
藤
真
介
護
福
祉
士
が「
認
知
症
、在
宅
介

護
の
実
際
」と
題
し
て
講
演
。佐
藤
さ
ん
は

「
認
知
症
の
方
が
言
っ
て
い
る
こ
と
を
一

方
的
に
否
定
し
た
り
、
物
事
が
で
き
な
い

か
ら
と
急
が
せ
た
り
、
子
ど
も
扱
い
し
た

り
な
ど
対
応
を
誤
る
と
、
本
人
に
ス
ト
レ

ス
が
た
ま
り
、萎
縮
し
た
り
、激
高
し
た
り
、

突
発
的
な
行
動
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
。

本
人
に
で
き
る
こ
と
見
つ
け
て
あ
げ
て
、

少
し
ず
つ
行
動
に
う
つ
し
、
自
信
を
持
た

せ
る
こ
と
が
大
切
。
で
き
な
い
行
動
に
家

族
が
理
解
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

認
知
症
の
方
へ
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。 

▲市民ら約２５０人が参加し、認知症について

理解を深めた「地域の医療を考える集い」 

　
北
秋
田
市
の
心
配
ご
と
相
談
事
業
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
市
民

公
開
講
座
が
12
月
２
日
、市
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、相
談
員
や
民
生
児
童
委
員
、地

域
住
民
ら
約
１
５
０
人
が
自
殺
予
防
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

　
北
秋
田
市
で
は
、
各
地
域
ご
と
に
相
談

員
を
配
置
し
、
住
民
の
方
々
が
少
し
で
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
身
近
な
心
配

ご
と
や
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。こ
の
事
業
は
、平
成
17
年
か
ら
市
が
社

会
福
祉
協
議
会（
高
坂
　
治
会
長
）に
事
業

を
委
託
す
る
形
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
度
か
ら
は
開
催
方
法
を
統
一
す
る
こ

と
で
利
便
性
を
高
め
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
藤
里
町
・
曹
洞
宗
月
宗
寺
住
職
の
袴
田

俊
英
さ
ん
が
、「
幸
せ
に
つ
い
て
」
と
題
し

講
演
し
ま
し
た
。袴
田
さ
ん
は
、「
昔
は
、民

家
の
縁
側
に
人
が
集
ま
り
世
間
話
を
し
て

い
た
。そ
の
後
、公
共
施
設
な
ど
を
会
場
に

飲
み
な
が
ら
話
を
聴
く
場
所
も
設
け
た
。

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
家
で
聴
い
て
も
ら

え
な
い
話
を
こ
こ
で
は
延
々
と
話
す
が
、

そ
の
こ
と
で
気
持
ち
を
発
散
さ
せ
て
い
る
」

と
述
べ
、
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
は
人
に

相
談
し
、
共
同
で
解
決
す
る
よ
う
努
力
す

る
こ
と
で
生
き
る
こ
と
の
意
味
が
出
て
く

る
、と
語
り
か
け
ま
し
た
。 

【
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
催
に
つ
い
て
】 

■
開
催
日
時 

　
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
10
時
〜
15
時 

■
各
地
域
の
担
当
曜
日 

　
月
曜
・
金
曜
＝
鷹
巣
地
域
／
火
曜
＝
森

　
吉
地
域
／
水
曜
＝
阿
仁
地
域
／
木
曜
＝

　
合
川
地
域 

■
対
応
方
法  

　
▽
電
話
　
62-

６
８
６
８ 

　
　
　
　
（
４
地
域
と
も
同
じ
）  

　
▽
面
談
の
場
合
は
右
記
に
電
話
し
、
予

　
　
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

　
２
カ
月
に
一
度
定
期
開
催
し
ま
す
。 

　
日
時
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▲約１５０人が耳を傾けた北秋田市心配ごと

相談事業公開講座 

心配ごと相談事業市民公開講演会／第３３回地域の医療を考える集い

　
「
高
齢
者
の
自
殺
を
な
く
そ
う
!!
〜
鷹

巣
阿
仁
地
域
自
殺
予
防
の
集
い
」
が
11
月

26
日
、
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、約
１
０
０
人
の
参
加
者
が
、心
の
健
康

に
つ
い
て
の
講
演
や
、
精
神
保
健
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
の

活
動
発
表
を
聴
き
、
自
殺
予
防
へ
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、
北
秋
田
地
域
振
興
局
鷹
巣

阿
仁
福
祉
環
境
部
の
豊
島
優
人
部
長
が
、

秋
田
県
や
鷹
巣
阿
仁
地
域
の
自
殺
の
現
状

な
ど
に
触
れ
、「
管
内
の
平
成
19
年
中
の
自

殺
者
は
15
人
。
自
殺
に
よ
る
死
亡
率
は
平

成
11
年
を
最
高
に
徐
々
に
低
下
し
て
い
る

が
、
秋
田
県
の
自
殺
率
は
依
然
と
し
て
全

国
で
ト
ッ
プ
。
県
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
ま
ず
は
一
人
ひ

と
り
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
」、な
ど
と

あ
い
さ
つ
。 

　
続
い
て
、
秋
田
大
学
医
学
部
保
健
学
科

の
湯
浅
孝
男
教
授
が
、「
高
齢
者
の
自
殺
を

防
ぐ
た
め
に
〜
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」

と
題
し
て
講
演
。
湯
浅
教
授
は
自
殺
に
至

る
動
機
や
心
の
動
き
、自
殺
者
の
思
考
法
、

高
齢
者
の
う
つ
病
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。「
誰
で
も
悩
み
や
不
安
を

持
つ
が
、心
が
健
康
な
と
き
は『
周
囲
に
迷

惑
を
か
け
る
』『
自
殺
は
い
け
な
い
』
な
ど

と
の
認
識
が
あ
り
、
ま
た
解
決
策
を
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
自
殺
に
至
る
多
く
の

ケ
ー
ス
で
は
、心
理
的
に
視
野
が
狭
く
な
っ

て
お
り
健
康
な
と
き
の
よ
う
な
思
考
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
。
健
康
な
人
の
視
点

で
話
を
し
て
も
逆
効
果
」と
、周
囲
が
そ
の

兆
候
に
早
く
気
づ
き
、
ま
ず
よ
く
話
を
聴

い
て
あ
げ
る
こ
と
が
理
解
に
つ
な
が
る
と

話
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

れ
も
ん
の
会
代
表
の
小
坂
和
子
さ
ん
と
北

秋
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
道
城
希
望
会
の
津
幡

保
三
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
会
の
取
り
組
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。 

▲高齢者の自殺予防と心の健康づくりなどにつ

いて理解を深めた「鷹巣阿仁地域自殺予防の集い」 

◇
11
月
16
日
〜
30
日 

市
長
日
誌 

16
日（
日
）▽
川
井
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
に
出
席（
川
井
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

17
日（
月
）▽
阿
仁
川
河
川
災
害
復
旧
助
成
工
事
安
全
祈
願
祭
お
よ
び
意
見
交
換
会

に
出
席（
増
沢
地
区
河
川
敷
、
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

20
日（
木
）▽
公
立
米
内
沢
病
院
職
員
組
合
と
の
団
体
交
渉
に
出
席（
公
立
米
内
沢

病
院
） 

23
日（
日
）▽
内
陸
線
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席（
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
） 

25
日（
火
）▽
北
秋
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
鷹
巣
支
部
学
習
会
に
出
席（
交
流
セ

ン
タ
ー
）
▽
東
北
に
お
け
る
地
方
の
道
路
整
備
に
関
す
る
意
見
交
換
会
に

出
席（
八
戸
市
総
合
福
祉
会
館
） 

26
日（
水
）▽
公
立
米
内
沢
病
院
用
務
で
秋
田
大
学
附
属
病
院
を
訪
問（
秋
田
大
学

附
属
病
院
）▽
北
秋
田
市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
に
出
席
（
大
会
議
室
）▽

公
立
米
内
沢
総
合
病
院
職
員
組
合
と
の
団
体
交
渉
に
出
席（
米
内
沢
病
院
） 

27
日（
木
）▽
中
嶋
喜
代
氏
文
化
功
労
賞
受
賞
祝
賀
会
に
出
席（
中
央
公
民
館
） 

28
日（
金
）▽
新
病
院
用
務
で
上
京（
東
京
都
） 

29
日
（
土
）
▽
第
33
回
「
地
域
の
医
療
を
考
え
る

集
い
」に
出
席（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

30
日
（
日
）
▽
掛
泥
自
治
会
主
催
「
町
内
交
流
タ

ン
ポ
会
」
に
出
席
（
掛
泥
自
治
会
館
）
▽

近
藤
健
一
郎
県
議「
２
０
０
８
政
治
フ
ォ
ー

ラ
ム
」に
出
席
（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
） 

▲川井交流センター竣工式で（11/16） 
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遊
遊
ガ
ー
デ
ン
を
桜
の
名
所
に 

　
北
秋
田
市
阿
仁
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
マ
タ
ギ

ス
タ
ッ
フ（
柴
田
明
弘
会
長
）の
植
樹
活
動
が
11
月
９

日
、
打
当
地
区
の
遊
遊
ガ
ー
デ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
マ
タ
ギ
ス
タ
ッ
フ
は
、
毎
年
内
陸
線
沿
線
草
刈
り

や
、
打
当
温
泉
ス
キ
ー
大
会
な
ど
地
域
に
根
差
し
た

活
動
を
行
っ
て
き
て
い
る
団
体
で
す
。 

　
今
回
の
植
樹
活
動
は
、
秋
田
県
緑
化
推
進
委
員
会

の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
植
樹
活
動
事
業
に
認
定

さ
れ
た
も
の
で
、
総
勢
30
人
が
参
加
し
て
、
高
さ
２
・

５
メ
ー
ト
ル
か
ら
３
メ
ー
ト
ル
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
24

本
を
植
樹
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
き
れ
い
な
桜

の
花
が
咲
く
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
丁
寧
に
植
樹
活

動
に
参
加
し
ま
し
た
。
早
け
れ
ば
、
来
年
の
春
に
は
、

桜
が
楽
し
め
る
よ
う
で
す
。 

〜
マ
タ
ギ
ス
タ
ッ
フ
の
植
樹
活
動 

〜
北
秋
田
市
自
治
会
連
絡
協
議
会 

　
北
秋
田
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
の
武
藤
慶
信
会
長

ら
が
12
月
２
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
内
陸
線
の
活
用

な
ど
の
要
望
書
を
佐
藤
副
市
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
武
藤
会
長
は
「
観
光
と
連
携
し
た
内
陸
線
の
利
用

促
進
」
、「
ゴ
ミ
処
理
経
費
の
削
減
た
め
の
生
ゴ
ミ
の

活
用
」
、「
空
き
家
な
ど
危
険
な
建
物
の
撤
去
命
令
の

検
討
」
な
ど
要
望
内
容
を
具
体
的
に
説
明
し
ま
し
た
。 

　
佐
藤
副
市
長
は
「
内
陸
線
は
生
活
路
線
だ
け
で
は

な
く
、
観
光
を
含
め
て
多
く
の
方
に
乗
車
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
生
ゴ
ミ
の
有
効

活
用
や
買
い
物
袋
の
持
参
な
ど
、
減
量
化
に
向
け
市

民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
。
空
き
屋
の
撤
去
命
令

は
法
的
に
難
し
い
が
、
関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
し

て
い
き
た
い
」な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。 

内
陸
線
と
観
光
を
連
携
さ
せ
た
運
動
を
要
望 

懐
か
し
い
ち
ん
ど
ん
芸
を
披
露 

〜
大
館
能
代
空
港
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

　
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
で
11
月
22
日
、

第
48
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
大
阪
と
秋

田
の
ち
ん
ど
ん
グ
ル
ー
プ
が
昔
懐
か
し
い
ち
ん
ど
ん

芸
を
繰
り
広
げ
訪
れ
た
市
民
ら
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、
潟
上
市
が
拠
点
の
ダ
ー
ス
コ
チ
ン
ド

ン
隊（
安
田
典
夫
代
表
）が
歌
を
交
え
た
浅
草
オ
ペ
ラ

調
の
曲
な
ど
を
を
披
露
し
、
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
続
い
て
、
大
阪
の
ス
ー
プ
・
チ
ン
ド
ン
ズ
倶

楽
部（
高
木
蜻
蛉
之
介
代
表
）が
、
大
阪
弁
で
の
口
上

に
続
き
、
ち
ん
ど
ん
太
鼓
に
哀
調
あ
ふ
れ
る
伴
奏
で

大
正
浪
漫
ム
ー
ド
を
演
出
し
ま
し
た
。 

　
最
後
は
、
ち
ん
ど
ん
芸
定
番
の「
天
然
の
美
」な
ど

７
曲
ほ
ど
を
両
ち
ん
ど
ん
隊
が
共
演
し
、
郷
愁
と
楽

し
さ
あ
ふ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
魅
了
し
ま
し
た
。 

▲昔懐かしいちんどん芸で訪れた人たちを
楽しませました（大館能代空港ロビー） 

▲市に要望書を提出した、北秋田市自治会
連絡協議会の皆さん（市役所） 

▲ソメイソシノを植樹したマタギスタッ
フの活動（遊遊ガーデン） 

不
朽
の
名
作
映
画
を
楽
し
む 

　
優
れ
た
邦
画
を
上
映
す
る
「
昭
和
名
作
映
画
上
映

会
」
が
11
月
29
日
、
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
約
３

０
０
人
の
観
衆
が「
青
い
山
脈
」な
ど
昭
和
20
年
代
か

ら
30
年
代
に
制
作
さ
れ
た
懐
か
し
い
映
画
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

　
こ
の
日
上
映
さ
れ
た
の
は
、「
青
い
山
脈
」の
ほ
か
、

「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」、「
野
火｣

、「
ぼ
ん
ち
」の
４
本

で
、
同
事
業
で
用
意
さ
れ
て
い
る
22
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
う
ち
、
今
井
正
、
市
川
昆
両
監
督
の
作
品
を
特
集
。 

　
こ
の
う
ち「
青
い
山
脈
」で
は
、
戦
後
間
も
な
い
頃

の
昭
和
の
風
景
の
中
で
、
往
年
の
名
俳
優
が
は
つ
ら

つ
と
し
た
演
技
を
繰
り
広
げ
る
さ
わ
や
か
な
青
春
映

画
に
、
観
衆
も
当
時
の
暮
ら
し
を
思
い
出
し
な
が
ら

懐
か
し
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

〜
昭
和
名
作
映
画
上
映
会 

▲約300人が鑑賞に訪れ、昭和20年代から30年
代に制作された懐かしい映画を楽しみました 

〜
北
秋
田
市
な
が
な
わ
と
び
大
会 

　
北
秋
田
市
な
が
な
わ
と
び
大
会
（
合
川
地
区
体
育

指
導
委
員
会
主
催
）
が
11
月
21
日
、
合
川
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
旧
合
川
町
の
と
き
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
通
算
11
回
目
を
数
え
ま
す
。

競
技
は
、
１
チ
ー
ム
14
人
の
う
ち
、
跳
び
手
10
人
が

な
わ
を
飛
び
、
ま
わ
し
手
２
人
が
10
メ
ー
ト
ル
の
な

わ
を
ま
わ
す
も
の
で
、
３
回
飛
ん
だ
う
ち
、
多
く
飛

ん
だ
２
回
の
合
計
数
が
一
番
多
い
順
に
勝
ち
と
な
る

ル
ー
ル
で
順
位
が
争
わ
れ
ま
し
た
。 

　
競
技
で
は
、
跳
び
手
の
リ
ズ
ム
と
ま
わ
し
手
の
息

の
合
っ
た
上
杉
体
協
Ａ
チ
ー
ム
が
２
２
７
回
を
跳
び

優
勝
。
２
位
に
川
井
ス
キ
ッ
プ
ジ
ャ
ン
パ
ー
ズ
、
３

位
に
上
杉
体
協
Ｂ
チ
ー
ム
が
入
賞
し
ま
し
た
。 

息
を
あ
わ
せ
て
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ー 

優
れ
た
営
農
推
進
で
東
北
地
区
功
労
者
表
彰 

〜
農
事
組
合
法
人
田
中
フ
ァ
ー
ム 

　
集
団
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
水
田
営
農
な
ど
が
評
価

さ
れ
平
成
20
年
度
東
北
農
政
局
土
地
改
良
事
業
地
区

営
農
推
進
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
農
事
組
合
法
人

田
中
フ
ァ
ー
ム
の
三
沢
定
幸
代
表
が
11
月
28
日
、
市
役

所
を
訪
れ
、
畠
山
総
務
部
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
田
中
フ
ァ
ー
ム
は
、
協
業
経
営
方
式
の
農
事
組
合

法
人
と
し
て
平
成
17
年
に
設
立
。
43
戸
の
農
家
で
構

成
さ
れ
、
47 
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地
を
経
営
し
て
い
ま
す
。 

　
三
沢
代
表
は「
受
賞
を
機
に
、
組
合
員
に
や
る
気
が

出
て
き
た
よ
う
だ
。
課
題
も
多
い
が
、
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
畠
山
勇
悦
総
務
部
長
は「
農
業
は
市
の
基
幹
産
業
。

受
賞
は
ほ
か
の
集
落
営
農
組
織
の
励
み
に
も
な
る
。

さ
ら
に
発
展
し
て
ほ
し
い
」と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。 

▲東北農政局土地改良事業地区営農推進功
労者表彰を報告する三沢代表 

▲心地よい汗を流した、北秋田市ながなわ
とび大会 
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北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA
MANABI NO HIROBA

多彩なステージを楽しむ

手品のような技に感心しながら

沢口公民館「ワイワイ文化祭」

森吉公民館「バルーンアート教室」

▼ 

　
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
の
バ
レ
エ
も
、

訪
れ
た
人
た
ち
を
喜
ば
せ
ま
し
た 

▼ 

　
風
船
を
花
や
動
物
の
形
に
作
り
上
げ

る
「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」 

　森吉公民館では１１月１９日、「バルーンアート教室」

を開催しました。今回初めての開催となった講座には、

市内から１３人が参加しました。 

　バルーンアートは、細長い風船をひねり、花や動

物などを創作する芸術。参加者は、はじめに風船一

個で簡単に作れる「トンボ」や「プードル」に挑戦。こ

の後、複数の風船を組み合わせる「犬」に取り組み、

最後に復習をかねて「花」を作りました。受講生は、

手品のような技に感心しながら、「早くコツをつかん

で子どもたちを喜ばせたい」とカラフルな風船をしぼ

ったり、ひねったり、作品作りを楽しんでいました。 

干
支
の
小
物
作
り
講
座

中
央
公
民
館
公
開
講
座

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
﹁
手
さ
げ
カ
ゴ
﹂
講
座

﹁
ト
ー
ク
・
ト
ー
ク
﹂

　
　
〜
こ
の
話
聞
く
と
徳
徳
で
す
よ

前
田
公
民
館

阿仁地区の芸術作品一堂に

阿仁文化交流の集い

▼ 

　
芸
術
文
化
団
体
や
自
主
グ
ル
ー
プ
が
作
品

展
示
と
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
交
流
し
ま
し
た 

　阿仁文化交流の集いが１１月１６日、阿仁公民館で

開催され、芸文協団体、講座や自主グループなどが

中心となり作品展示・ステージ発表を行いました。 

　この日のために作成された多彩な作品の展示や踊

りの演示などで文化の秋を楽しみました。 

　毎年恒例になっている集いですが、毎回違う作品

を作り上げ発表・展示することで地域での生涯学習

活動が活発になるとともに、楽しく学ぶ事へつなが

る行事となっています。 

　当日は食堂やバザーなども開設され楽しみながら

作品鑑賞ができる芸術の秋の一日となりました。 

笑いも飛び交い楽しく交流

鷹巣地区公民館まつり

▲演示では、各８団体が活動の成果を発表し、大

きな拍手を受けました（写真は栄公民館の発表） 

　平成２０年度鷹巣地区公民館まつりが１１月３０日、

中央公民館で開催されました。 

　当日は定期講座受講生、サークル仲間、婦人学級

の会員など約２５０人が参加してステージ発表を楽し

く鑑賞しました。 

　午前中は「坂本竜馬と幕末の動乱」と題し、大館市

在住、映画評論家の小松宰さんが講演しました。 

　小松さんは、黒船来航から明治維新までの幕末の

動きや背景とともに坂本竜馬の人物像や逸話などに

ついて熱く語り、参加者はわかりやすく興味深い講

演に引き込まれていました。  

　午後からは「たかのす劇団あれやこれや」と題し、

劇団代表の三澤守一さんがユーモアも交えて体験発

表を行いました。 

　続く演示部門では、各公民館計８団体から活動の

成果を披露しました。鷹巣マンドリン同好会の演奏

をトップバッターに、綴子ハーモニーししりこ、綴

子新舞踊、七日市大正琴、栄リズム体操、中央公民

館唱歌を歌う会、沢口オカリナ、最後は栄婦人会「た

ぬきの恩返し」の寸劇で締めくくり、笑いも飛び交う

楽しい時間を過ごしました。 

　また、館内にはちぎり絵・洋裁・手芸・布バック

などの講座受講生の作品も展示され、公民館まつり

に一層の華を添えてくれました。 

　 

  

日
　
時
　
12
月
20
日（
土
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午 

場
　
所
　
前
田
公
民
館 

話
し
手
　
前
田
公
民
館
長 

内
　
容
　
１
部
／
「
前
田
地
区
の
い
い
と

こ
ろ
　
２
部
／「
漫
談
・
落
語
風
お
し
ゃ

べ
り
」 

申
込
み
・
問
合
せ 

　
前
田
公
民
館
　
75-

２
１
０
０ 

※
定
期
講
座
「
さ
ん
ぽ
・
散
歩
」
に
使
用
し

た
地
図
を
全
員
に
差
し
上
げ
ま
す
／
前

田
地
区
の
い
い
と
こ
ろ
の
写
真
も
展
示

し
て
い
ま
す
。 

    

　
来
年
の
干
支
で
あ
る
丑
の
小
物
を
作
り
、

楽
し
く
新
年
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

日
　
時
　
12
月
22
日（
月
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分 

場
　
所
　
中
央
公
民
館（
中
教
室
） 

講
　
師
　
高
橋
ヤ
エ
さ
ん 

内
　
容
　
端
布
を
使
っ
て
来
年
の
干
支(

丑)

の
小
さ
い
置
物
を
１
個
作
り
ま
す
。 

参
加
対
象
　
ど
な
た
で
も 

定
　
員
　
15
人（
先
着
順
） 

持
ち
物
　
裁
縫
道
具
一
式(

全
員)

、
ち
り

め
ん
等
の
布(

あ
る
人
の
み) 

材
料
代
　
３
０
０
円
程
度 

申
込
期
間
　
12
月
16
日(

火)

、
午
前
９
時

か
ら
19
日(

金)

正
午
ま
で（
但
し
、定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
） 

申
込
み
・
問
合
せ
　 

　
中
央
公
民
館
　
62-

１
１
３
０ 

（
受
付
時
間
：
期
間
中
、
最
終
日
以
外
は

毎
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
） 

    

期
　
日
　
１
月
20
日（
火
）、21
日（
水
） 

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時 

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
使

い
２
日
間
で
１
つ
の
「
手
さ
げ
カ
ゴ
」
を

作
り
ま
す
。
　
講
師
　
菅
原
知
明
さ
ん 

材
料
費
　
１
０
０
０
円
　
定
員
　
15
人（
先

着
順
）　
持
ち
物
　
昼
食
、木
工
用
ボ
ン
ド
、

は
さ
み
、も
の
さ
し
、洗
濯
ば
さ
み
20
個 

申
込
締
切
　
１
月
14
日（
水
） 

申
込
み
・
問
合
せ 

　
森
吉
公
民
館
　
72-

３
２
５
９ 

   

森
吉
公
民
館

　沢口公民館で

は１１月２３日、

地区住民参加に

よる恒例の「ワイ

ワイ文化祭」を開

催しました。 

　南鷹巣保育園や鷹巣

中央小の子どもたちの音楽

演奏や踊りを皮切りに、オカリナ演奏、民謡同好会、

婦人会の踊りなど盛りだくさんの出し物が披露され、

会場は賑わいも最高潮に達しました。お待ちかねの鷹

巣南中学校吹奏楽部が登場するや割れんばかりの拍手

で４０分の演奏時間が瞬く間に過ぎてしまいました。 

　この後、おチビちゃんバレリーナを含む５０数名の

大輪舞にヤンヤの拍手。続いて３年ぶりにワイワイに

戻って来てくれた鷹巣高校吹奏楽部のブラバン演奏に

うっとりと聞き入り、締めくくりには日舞と大正琴の

演奏で芸術の秋を満喫しました。 
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MANABI NO HIROBA
INFORMATION お知らせ INFORMATION お知らせ 

木質バイオエタノール製造実証 

■公民館 
北秋田市中央公民館 �６２－１１３０ 

【ロビー展】和紙のおり絵 

▼12/20（土）クリスマス親子クッキ

ング講座＝9:30～13:00 

▼12/22（月）キャンドル作り講座＝

10:00～12:00 

合川公民館　　　  �７８－２１１４ 

【ロビー展】草木染め｢あかね会｣ 

▼12/21（日）ハッピークリスマス会

＝10:00～13:00 

森吉公民館　　 　 �７２－３２５９ 

【サロン展】ＮＰＯ森吉山ネイチャー協会写真展 

▼12/20（土）少年少女合唱団クリス

マス･コンサート＝18:30～19:30 

▼12/26（金）お正月用「フラワーア

レンジメント」＝13:30～15:00 

阿仁公民館　　　  �８２－２２２０ 

【ロビー展】陶芸展 

▼12/17（水）ひとり暮らし･高齢者夫

婦交流会＝10:00～15:00 

■文化会館 
▼12/21（日）アンサンブルコンテス

ト県北地区大会＝9：30～入場無料 

▼12/27（土）鷹巣農林高校吹奏楽コ

ンサート＝14:00～　200円 

■スポーツ 
▼12/20（土）阿仁地区スポーツ教室（ミ

ニテニス）＝阿仁公民館 

▼12/21(日）大館北秋田６人制バレー

ボール大会＝森吉スポーツ総合センター 

▼12/27（土）・28（日）全県高校新人フェ

ンシング大会＝合川体育館 

�

■
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！ 

　
11
月
２
日
か
ら「
時
間
額
６
２
９
円
」 

　
秋
田
県
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
労
使
合
意

の
上
で
あ
っ
た
と
し
て
も
最
低
賃
金
以

上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
い
と
、
最
低
賃

金
法
違
反
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。 

　
月
給
や
日
給
の
場
合
は
、
時
間
額
に

換
算
し
て
最
低
賃
金
以
上
で
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。 

　
　
秋
田
労
働
局
賃
金
室 

　
　
　
�

０
１
８-

８
８
３-

４
２
６
６ 

■
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
対
策
は 

　
　
　
　
　
　
事
業
主
の
努
め
で
す 

　
職
場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ（
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）は
、
い
っ
た
ん
起
き
て

し
ま
う
と
被
害
者
の
み
な
ら
ず
、
行
為

者
も
職
場
に
い
ら
れ
な
く
な
り
、
退
職

に
至
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
は
、
職
場

で
の
セ
ク
ハ
ラ
対
策
は
事
業
主
が
講
ず

べ
き
措
置
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。 

　
自
社
に
あ
っ
た
効
果
的
な
セ
ク
ハ
ラ

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
積
極
的
な

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
秋
田
労
働
局
雇
用
均
等
室 

　
　
　
�

０
１
８-
８
６
２-

６
６
８
４ 

■
「
学
力
向
上
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」 

　 

〜
秋
田
わ
か
杉
っ
子
学
び
充
実
事
業 

期
日
　
12
月
21
日（
日
） 

時
間
　
10
時
〜
16
時
10
分 

場
所
　（
午
前
）鷹
巣
小
学
校
、鷹
巣
中
学
校 

　
　
　（
午
後
）鷹
巣
中
学
校 

内
容
　（
午
前
）各
会
場
に
て
公
開
授
業
・

懇
談
会
／
（
午
後
）
鷹
巣
中
学
校
に
て
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど 

申
込
み
　
県
教
育
庁
北
教
育
事
務
所 

　
　
　
　
　
　
　
　 

�

62-

１
２
１
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■
す
こ
や
か
健
康
講
座 

日
時
　
１
月
14
日（
水
）　
13
時
30
分
〜
15
時 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
遠
藤
勝
實
氏
（
遠
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
） 

内
容
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て 

申
込
締
切
　
12
月
26
日（
金
）
　 

※
阿
仁
・
森
吉
・
合
川
地
区
か
ら
は
送

迎
が
あ
り
ま
す 

お
知
ら
せ

　北秋田市農業委員会では、農業委員選挙人名簿

の作成のため、１２月下旬に申請書を送付します。 

　選挙人名簿に登載される人は、北秋田市に住所

を有して平成元年４月１日以前に生まれた方で、

次の条件を満たす方です。 

①　10ａ以上を耕作する農業経営者 

② ①の同居親族か配偶者で年間におおむね60日

　　以上耕作に従事する人 

　同封される記載注意事項を確認のうえ、平成21

年１月10日までに返送くださるようお願いいたし

ます。 

　① ②に該当する方で通知が届かない場合はご連

絡ください。 

◎お問い合わせ 

　農業委員会事務局　�６２－６６０９ 

　または各支所農業委員会担当まで 

（記載注意事項を確認のうえ、返送ください） 

を送付します 
『農業委員選挙人名簿登載申請書』 

問 

問 
問 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

藤 株  

あけぼの町 

あけぼの町

七日市 

住吉町 

南鷹巣 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

脇 神  

太 田  

木戸石 

米内沢 

摩 当  

西陣場岱 

むし歯のない子（３歳児健診） 健
　
康�　

保
健
セ
ン
タ
ー
　

62-

６
６
６
６

問 

市民プール�６２－５００１ 

講習料 

その他 
プール受付で申込みのうえ、講習料を支払いください※印鑑
必要／講習料の他に毎回入館料が必要です（年間券・回数券
等も使えます）※一人各教室１回の無料体験ができます 

各教室　月４回３，０００円　（入館料別途） 

問 

・屋内温水プール（25ｍ、歩行用、潜水用、幼児用） 

・トレーニングルーム（ランニングマシン、各種ウエイトマシン） 
北秋田市民プール

初級水泳教室 

中級水泳教室 

上級水泳教室 

選手コース 

水中健康教室 

エンジョイアクア教室 

水中運動教室 

ダイエット教室 

シェイプアップ教室 

ボディシェイプ教室 

パーフェクトＢｏｄｙ教室 

ボクササイズ教室 

各10人 

各10人 

５人 

５人 

各20人 

各15人 

10人 

10人 

10人 

10人 

10人 

10人 

 

 

①14:00～15:00 ②19:00～20:00 

①14:00～15:00 ②19:00～20:00 

19:00～20:00 

18:00～19:30 

14:00～15:00 

日10:45～11:30 金19:30～20:15 

10:30～11:30 

11:00～12:00 

水10:45～12:00 木13:45～15:00 

19:00～20:00 

18:30～19:30 

19:00～20:00 

 

１/8、15、22、29　木曜日 

１/7、14、21、28　水曜日 

１/6、13、20、27　火曜日 

１/9、16、23、30　金曜日 

火１/6、13、20、27  金１/9、16、23、30 

日…開催日未定  金…開催日未定 

１/8、15、22、29　木曜日 

１/6、13、20、27　火曜日 

水１/7、14、21、28 木１/8、15、22、29 

１/7、14、21、28　水曜日 

１/6、13、20、27  火曜日 

月１/5、19、26    木１/8、15、22、29 

 

教　室教　室 教　室 開 催 日開 催 日  開 催 日  時 間時 間  時 間  定 員  定 員  

プ
ー
ル
教
室

プ
ー
ル
教
室
 

プ
ー
ル
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
 

料 
月曜～金曜 10:00～21:00 
土曜～日曜 10:00～17:30

　使用しない｢ノルディックスキー｣、

｢スキー靴｣、｢ストック｣を無償で

お譲りください。 

　譲り受けたスキー用具は、来場

者への貸出用として活用いたします。 

【希望数】　大 人 用…25組 

　　　　　子ども用…25組 

　　北欧の杜公園事務所�78-3300

スキー用具をお譲りください 

問 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

大 川 り え  

新林みれい 

平 原 さ ち  

佐藤ゆうと 

佐藤ひなた 

佐藤あやな 

綴 子  

田 中  

東中岱 

七日市 

七日市 

南鷹巣 

畠山ゆづき 

長崎しんのすけ 

藤嶋たいち 

千葉まいみ 

鈴木ゆうた 

三 沢 ゆ ら  

近藤ゆずは 

杉 田 も え  

伊東ゆうな 

岸野はるか

松橋ひかる 

柴 田 ま お  

木質バイオエタノール製造実証 木質バイオエタノール製造実証 

プラント建設記念講演会 プラント建設記念講演会 プラント建設記念講演会 

　今年度、独立行政法人森林総合研究所が事業主

体となり、次世代の燃料「木質バイオエタノール」

を製造するシステムの実証プラントを北秋田市に

建設することになりました。 

　つきましては、次のとおり記念講演会が開催さ

れますので、ぜひご参加ください。 

日時　12月20日（土）　14:30～16:30 

場所　北秋田市文化会館 

内容　▽平成20年度森林資源活用型ニュービジネ

ス創造対策事業の概要説明▽木質バイオエタノー

ル製造技術の概要説明▽北秋田市バイオマスタウ

ン構想ほか 

講師　森林総合研究所研究員ほか 

◎お問い合わせ 

　商工観光課　�６２－６６７６ 

「
介
護
予
防
講
座
」
の 

ご
案
内
（
１
月
〜
２
月
） 

　
冬
場
は
ど
う
し
て
も
、
外
出
や
運

動
が
不
足
が
ち
で
す
。
ま
た
、
介
護

予
防
に
つ
い
て
も
継
続
し
な
い
と
、

介
護
予
防
効
果
が
衰
え
て
き
ま
す
。 

　
今
回
は
、
冬
場
で
も
自
宅
で
体
や

頭
を
使
っ
て
、
老
化
を
予
防
す
る
講

座
で
す
。 

　
講
座
は
、
１
月
か
ら
２
月
ま
で
の

２
ヶ
月
分
を
ま
と
め
て
お
申
込
み
の

う
え
、
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

① 

② 

③ 

④ 

 

手芸講座１（マイ箸づくり） 

手芸講座２（袋物づくり） 

気軽にできる運動と脳力アップ 

生演奏で懐かしの歌を楽しもう 

 

１月９日（金） 

１月23日（金） 

２月13日（金） 

２月27日（金） 

開催日  講 座 名  　
申
込
み
　
介
護
予
防
拠
点
施
設「
げ
ん

き
ワ
ー
ル
ド
」　
�

60-

１
３
３
５ 

【時間】　13:00～15:30　　【場所】　げんきワールド 

【定員】　30人（先着順）　　【費用】　無料 

【申込締切】　12月26日（金）まで〔先着順〕 

共通事項  



広報きたあきた　20.　12.　1619 18広報きたあきた　20.　12.　16

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

※11月30日現在住民基本台帳による 

総人口　38,523人（54人減） 

　男　　18,165人（30人減） 

　女　　20,358人（24人減） 

出　生　12人　転　入　31人 

死　亡　56人　転　出　41人 

世帯数  14,708世帯（12世帯減） 

前月比 
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歳) 
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歳) 
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(
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(
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(
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(
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(
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さ
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さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
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(
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さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

佐
藤
ト
ミ
ヱ  

桐
越
豊
治
郎  

佐

藤

シ

ヱ

  

神
成
久
美
雄  

佐

藤

嘉

美

  

河

田

恭

治

  

成

田

辰

藏

  

熊

谷

　

清

  

石

川

吉

雄

  

松
尾
義
四
郎  

河
田
キ
ク
ヱ  

藤

田

勇

雄

  

寺

田

　

信
  

戸

嶋

康

子

  

櫻

庭

正

司

  

後

藤

常

雄

  

櫻
田
庄
一
郎  

松
橋
フ
ク
ヱ  

九

島

吉

二

  

三

浦

キ

ヌ

  

野

村

堅

一

  

戸

嶋

ヒ

デ

  

鈴

木

イ

マ

  

中

嶋

重

一

  

高
野
尻  

旭

町

 
 

糠

沢

 
 

小

森

 
 

舟

場

 
 

新
舟
見
町 

東
横
町  

前

山

 
 

綴
子
上
町 

太

田

 
 

南
田
中  

材
木
町  

坊
沢
大
町 

舟

場

 
 

芹

沢

 
 

梅

栄

 
 

東
根
田  

合
川
摩
当  

七

曲

 
 

中
道
岱  

神

成

 
 

阿
仁
小
様 

阿
仁
打
当 

阿
仁
笑
内 

83 92 94 65 84 62 91 82 75 92 93 78
 

お
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せ
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や
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■
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
11
月
》

▽
慶
弔
費
13
万
０
０
０
０
円（
８
件
） 

▽
会
　
費
５
万
　
７
８
０
円（
８
件
） 

▽
そ
の
他
15
万
６
５
５
５
円（
２
件
） 

▽
合
　
計
33
万
７
３
３
５
円（
18
件
） 

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が

出
席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。 

■
入
札
結
果
の
公
表《
11
月
》 

《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》 

　
打
当
簡
易
水
道
配
水
管
移
設
工
事
▽

２
８
３
万
５
０
０
０
円
▽
（
有
）
ヤ
マ
グ

チ
／
林
道
舗
装
工
事
（
林
道
寄
延
沢
線
）

▽
３
４
４
万
４
０
０
０
円
▽
秋
田
土
建

（
株
）
／
村
づ
く
り
交
付
金
（
合
川
地
区
）

第
０
１
３
０
２
号
工
事
▽
４
６
４
万
９

４
０
０
円
▽（
有
）合
川
水
道
施
設
工
業
所
／

村
づ
く
り
交
付
金
（
合
川
地
区
）
第
０
１

３
０
３
号
工
事
▽
１
１
７
０
万
７
５
０

０
円
▽
（
株
）
伊
勢
組
／
移
動
通
信
用
鉄

塔
施
設
整
備
事
業
共
通
設
備
工
事
▽
４

１
８
９
万
５
０
０
０
円
▽（
株
）ユ
ア
テ
ッ

ク
／
面
整
備
工
事
（
米
内
沢
処
理
区
そ

の
２
）
▽
１
３
０
２
万
円
▽
（
有
）
米
広

組
／
道
路
改
良
工
事
（
市
道
綴
子
家
ノ

下
線
）▽
３
１
９
万
８
０
９
０
円
▽（
有
）

ア
ッ
プ
ル
企
画
／
面
整
備
工
事
（
米
内

沢
処
理
区
そ
の
４
）
▽
５
６
０
７
万
円

▽
秋
田
土
建
（
株
）
／
面
整
備
工
事
（
鷹

巣
処
理
区
そ
の
２
）
▽
９
９
０
１
万
５

０
０
０
円
▽
（
有
）
丸
栄
建
設
／
南
部
１

号
幹
線
工
事
（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
１
）
▽

７
９
１
７
万
円
▽
板
倉
建
設（
株
） 

慶
弔
だ
よ
り
 
11
月
16
日
〜
30
日
届
出
分 

 

74 63 79 87 79 95 77 83 81 77 87 87
 

（診療時間 午後６：３０～９：００） 

日 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

曜 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

電話番号 

60－1055 

62－1101 

62－1155 

62－1455 

63－2700 

63－0105 

62－2261 

62－1400 

72－4501 

63－0515 

82－2351 

78－3161 

78－3338 

69－7311 

62－2882 

62－1455

医 療 機 関 名  

うえだクリニック  

盛 岡 外 科 医 院  

近 藤 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

たむら内科クリニック 

佐々木産婦人科医院 

津 谷 内 科  

石川耳鼻咽喉科医院 

公立米内沢総合病院 

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

阿 仁 病 院  

国民健康保険合川診療所 

疋田外科内科医院  

児玉内科クリニック 

藤 原 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

　北秋田市では、入札参加資格審査（業

者登録申請）の申請受付を下記の要領

で行います。 

　業者登録申請を行う方は各要領（建

設工事、測量・コンサル等、物品調達

及び役務提供等）の内容を確認のうえ、

申請を行ってください。 

　提出書類（北秋田市様式、各申請書

の作成のしかた、添付書類）は、市ホー

ムページからダウンロードしてください。 

１．提出書類 

○建設工事 

　北秋田市様式により提出してください 

　（市外業者の場合、国土交通省統一様式でも可） 

○測量・建設コンサル業務等 

　北秋田市様式により提出してください 

　（市外業者の場合、国土交通省統一様式でも可） 

○物品調達及び役務提供等 

　北秋田市様式により提出してください 

　（市外業者の場合、総務省統一様式でも可） 

　※林務関係、浄化槽保守点検業務（今

年度新規）の申請は、物品調達及び役

務提供等での申請となります 

２．受付期間　平成21年１月15日（木）

から２月27日（金）まで　※土日祝日を除く 

３．有効期間　平成21年４月１日から

平成23年３月31日まで（２年間） 

４．提出方法 

〇持参・郵送どちらでも可（期限必着） 

　受付印を必要とする場合は、受付受領用

紙（任意）と切手を貼った返信用封筒、又は

受付受領用ハガキを同封してください  

〇ひも綴り提出（ファイル不可） 

　建設・コンサル・物品役務毎にＡ４封

筒に入れて提出又は郵送してください 

　（封筒の表に社名を記入のこと） 

５．提出先　 

〒018-3392　秋田県北秋田市花園町19番１号 

北秋田市役所企画部財政課 

�６２－６６０７ 

 

平成21・22年度 
入札参加資格審査の受付 

の納期限 税 12月25日まで 

■国民健康保険税 第６期 ■固定資産税 第４期 
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2008／09Ｖ・チャレンジリーグ女子Ｖ・チャレンジリーグ女子 

鷹 巣 大 会  
会場：鷹巣体育館 

１ 17 18（土） （日） ・ 

2008／09Ｖ・チャレンジリーグ女子 

鷹 巣 大 会  

◆17日（土）試合順◆ 

　11:00　三洋電機レッドソア VS 大野石油広島 

　13:00　尾上メディックス VS 四国Eighty8Queen 

　15:00　フォレストリーヴズ熊本 VS GSSサンビームズ 

◆18日（日）試合順◆ 

　10:00　四国Eighty８Queen VS フォレストリーヴズ熊本 

　12:00　尾上メディックス VS 大野石油広島 

　14:00　三洋電機レッドソア VS GSSサンビームズ 

入場料　 

　一　般（通常）　　 　1800円（前売1500円） 

　一　般（２日券）　　 3000円（前売2500円） 

　中・高校生（通常） 　  700円（前売  500円） 

　中・高校生（２日券） 1000円（前売  800円） 

　小学生以下無料 

◎お問い合わせ 

　北秋田市鷹巣バレーボール協会　�62-3800（鷹巣体育館） 

佐

藤

礼

介

 

津

谷

　

恵

 

れ

い

す

け

 

め
ぐ
み
  　
さ
ん 

　
さ
ん 

新
屋
敷
町 

相

善

町

 

（ 

MANABI NO HIROBA
INFORMATION お知らせ INFORMATION お知らせ 

人口と世帯数



　阿仁スキー場では、２００８・９シーズンの、お得な前売リ

フト券を販売しています。１日券の引換券５

枚つきで１セット１０，０００円です。スキー場

ホームページからもお申し込みできます。

年末年始のご案内（市役所・各施設・ごみ収集等）
　市役所・各支所での各種証明書等の年内の交付手続きは、１２月２６日（金）までに済ま

されるようお願いします。「●」は休みの日です。それ以外は平常業務となります。 休 

今年も走るよ！

秋田内陸線 サンタ列車
１２月２０日（土）〜２５日（水）

■運転時刻�

《急行もりよし１号》�

阿仁合駅9:32発→角

館駅10:40着�

《急行もりよし２号》

角館駅11:10発→阿仁

合駅12:22→米内沢駅

12:49→鷹巣駅13:09着�

《急行もりよし３号》

鷹巣駅14:01発→米内沢駅14:21→阿仁合駅

14:56→松葉駅15:43→角館16:01着

■お問合せ　秋田内陸縦貫鉄道ѝ

　運転士と車掌がサンタクロースに
扮し、車内をツリーやイルミネーショ
ンでデコレーション。サンタ列車に乗
って一足早くクリスマスの雰囲気を
楽しもう！

８２-３２３１ 

■お問合せ

�阿仁スキー場

�８２-３３１１ 

大人往復券

こども往復券

１,５００円

７５０円

１,２００円

６００円

一般料金 市民特別料金

大人１日券

こども１日券（シニア）

３,３００円

２,３００円

２,５００円

１,７００円

一般料金 市民特別料金

■ゴンドラ料金　

■スキーゴンドラ・リフト一日券

◆運行時間　９：００-１６：００（下り最終乗車１５：３０）

◆販売期間／１２月２０日まで
◆利用期間／Ｈ20.12.12〜Ｈ21.3.29
◆ホームページ／http://www.aniski.jp

とってもお徳！「前売リフト券」をご利用ください

阿仁の「樹氷観賞」　１月１０日（土）〜３月８日（日）

老人憩いの家寿荘（阿仁前田）

ひまわりの家

１２月 

28日 
（日） 

27日 
（土） 

29日 
（月） 

30日 
（火） 

31日 
（水） 

1日 
（木） 

2日 
（金） 

3日 
（土） 

１月 

4日 
（日） 

● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 

● 休 ● 休 

大 太 鼓  
叩き初め 

無休　営業時間10:00-21:00、1/1のみ6：00〜21:00

無 休　打当温泉は12/31、1/1については日帰りのみ（10:00-22:00）

ごみ収集カレンダーをご覧ください

施設の名称等

● 休 １７：００ 
 まで 

１２：００ 
 まで 

● 休 

● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 
● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

食堂・売店

貸館・案内所

市文化会館・中央公民館・各地区公民館・
各地区体育館・市民プール・げんきワールド・
青葉荘・大野台ハイランド体育館・
鷹巣図書館・森吉図書館・浜辺の歌音楽館・
セントラル合川

市役所・分庁舎・各支所・

上杉あいターミナル

湯の岱温泉

大太鼓の館

クウィンス森吉

阿仁スキー場・打当温泉・森吉山荘

四季美館

ごみの収集

クリーンリサイクルセンター

し尿の汲み取り（申込は12/20頃まで）

阿仁異人館・伝承館
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